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日
建
連
で
は
、
高
い
確
率
で
発
生
が
予
想
さ
れ
て
い

る
首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
発
生
に

備
え
て
、
会
員
企
業
と
連
携
し
た
初
動
対
応
が
重
要
で

あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
別
表
の
通
り
災
害
対
応
訓
練
を

実
施
し
た
。

　

二
月
二
十
二
日
に
は
、
今
年
度
最
後
の
訓
練
と
し
て
、

㈱
大
林
組
が
実
施
し
た
震
災
訓
練
と
連
携
し
、
日
建
連

本
部
と
全
支
部
、
大
林
組
本
社
と
全
支
店
が
就
業
時
間

中
の
発
災
時
に
お
け
る
連
携
手
順
の
確
認
な
ど
を
行
っ

た
。
当
日
は
、
最
大
震
度
六
強
の
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
を
想
定
し
て
日
建
連
と
大
林
組
そ
れ
ぞ
れ
に
対
策
本

　

日
建
連
は
二
月
十
四
日
、
東
京
・
大
手
町
の
経
団
連

会
館
に
お
い
て
「
平
成
二
十
八
年
度
鉄
道
交
通
講
演
会

―
二
十
一
世
紀
の
環
境
新
時
代
を
拓
く
」
を
開
催
し

た
。
鉄
道
の
建
設
・
整
備
や
建
設
業
界
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
た
め
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
鉄
道
交
通
講
演

会
も
、
今
年
で
一
三
回
目
と
な
る
。

　

は
じ
め
に
、
宮
本
洋
一
副
会
長
・
土
木
本
部
長
が
、

「
昨
年
は
、
北
海
道
新
幹
線
の
新
青
森
・
新
函
館
北
斗
間

が
開
業
し
、
整
備
計
画
の
決
定
か
ら
四
十
二
年
余
り
を

経
て
、
待
ち
に
待
っ
た
新
幹
線
の
北
海
道
乗
入
れ
が
実

現
し
た
。
一
昨
年
に
開
業
し
た
北
陸
新
幹
線
の
長
野
・

金
沢
間
と
と
も
に
、
高
速
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
ま
す

ま
す
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
残
る
金
沢
以
西

の
区
間
や
札
幌
ま
で
の
早
期
整
備
の
実
現
を
大
い
に
期

待
し
て
い
る
」
と
挨
拶
し
た
。

　

今
回
の
講
演
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
杉
山
淳
一
氏

が
「
観
光
列
車
新
時
代　

鉄
道
は
運
輸
業
か
ら
レ
ジ
ャ

ー
産
業
へ
」
と
題
し
、
Ｊ
Ｒ
九
州
な
な
つ
星
を
は
じ
め

次
々
登
場
す
る
観
光
列
車
に
つ
い
て
、「
単
な
る
移
動

手
段
で
は
な
く
、
乗
車
す
る
こ
と
が
目
的
の
観
光
列
車

部
を
立
ち
上
げ
、
電
話
や
メ
ー
ル
な
ど
で
相
互
に
被
害

状
況
の
確
認
や
情
報
収
集
を
行
っ
た
後
に
日
建
連
か
ら

大
林
組
に
社
員
の
派
遣
を
要
請
。
そ
の
要
請
を
受
け
て
、

大
林
組
の
担
当
者
が
徒
歩
や
自
転
車
な
ど
で
日
建
連
に

参
集
し
、
ス
カ
イ
プ
を
使
用
し
た
We
b
会
議
を
行
っ

て
訓
練
は
終
了
し
た
。
会
員
企
業
へ
の
社
員
派
遣
要
請

や
W
e
b
会
議
を
使
用
し
た
全
国
規
模
で
の
訓
練
は
、

日
建
連
と
し
て
も
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
が
、
W
e
b

会
議
は
画
像
、
音
声
と
も
に
明
瞭
で
あ
り
、
情
報
の
伝

達
や
共
有
の
面
で
非
常
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
た
。

　

日
本
は
世
界
有
数
の
自
然
災
害
発
生
国
と
言
わ
れ
て

お
り
、
昨
今
、
本
震
ク
ラ
ス
の
地
震
が
短
時
間
で
複
数

回
発
生
し
た
熊
本
地
震
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
大
規
模
災

害
な
ど
、
想
定
外
の
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
。
防
災
段

階
か
ら
発
災
後
の
復
旧
・
復
興
に
至
る
ま
で
、社
会
・
経

済
活
動
の
早
期
回
復
に
お
け
る
建
設
業
の
役
割
は
極
め

て
大
き
い
た
め
、
応
急
・
復
旧
作
業
や
資
機
材
の
調
達

等
に
迅
速
に
対
応
す
べ
く
、
今
後
も
会
員
企
業
と
連
携

し
た
訓
練
を
順
次
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

は
レ
ジ
ャ
ー
産
業
で
あ
り
、
鉄
道
施
設
に
付
加
価
値
を

与
え
て
客
単
価
を
上
げ
て
い
く
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
」
と

述
べ
た
う
え
で
、
観
光
列
車
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
功

す
る
ポ
イ
ン
ト
に
「
特
別
な
体
験
、
特
別
な
食
事
、
特

別
な
買
い
物
」
を
挙
げ
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、「
低
価
格
な
観
光
列
車
と
富
裕

層
相
手
の
豪
華
ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン
の
棲
み
分
け
が
進

む
一
方
、
改
造
中
古
車
両
の
寿
命
が
分
岐
点
と
な
っ
て

観
光
列
車
の
淘
汰
が
進
む
」
と
展
望
し
た
。

　

次
い
で
、
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
の
深
澤
祐
二
代
表
取

締
役
副
社
長
が
「
イ
ン
ド
に
お
け
る
高
速
鉄
道
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
と
題
し
、
日
印
首
脳
共
同
声
明
に
基
づ
く
事

業
の
概
要
に
つ
い
て
、「
盛
土
か
ら
高
架
橋
へ
の
構
造

形
式
の
抜
本
的
な
見
直
し
、
現
地
特
有
の
地
質
に
対
応

す
る
た
め
の
試
験
、
用
地
取
得
の
状
況
」
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
、「
本
年
秋
に
は
起
工
式
が
計
画
さ
れ
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

　

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、「
品
質
を
確
保
す
る
た
め

の
施
工
体
制
の
在
り
方
、
遅
延
へ
の
対
処
、
責
任
の
所

在
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
し
っ
か
り
と
条
件
を
整
え

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　

最
後
に
、
林
康
雄
鉄
道
工
事
委
員
長
が
、「
こ
の
講
演

会
は
、
講
師
の
方
の
深
い
見
識
と
熱
い
想
い
の
な
か
で
、

毎
年
お
話
し
い
た
だ
い
て
い
る
。
本
日
の
講
師
の
お
二

人
と
熱
心
に
ご
聴
講
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
日
建
連
の
活
動
及
び
鉄
道

建
設
に
対
す
る
ご
支
援
、
ご
指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
る
」
と
閉
会
の
挨
拶
を
述
べ
た
。

　

当
日
は
、
日
建
連
の
会
員
企
業
や
鉄
道
工
事
の
関
係

者
ら
四
〇
〇
名
以
上
が
聴
講
し
、
杉
山
氏
と
深
澤
氏
の

講
演
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
講
演
会
終
了
後
、

引
き
続
き
懇
親
会
が
催
さ
れ
、
盛
況
裡
に
終
了
し
た
。

n i k k e n r e n  a c t i o n  r e p o r t n i k k e n r e n  a c t i o n  r e p o r t 日 建 連 活 動 報 告

日建連と大林組によるWeb会議の様子

会
員
企
業
と
連
携
し
た

災
害
対
応
訓
練
を
実
施

平
成
二
十
八
年
度
　

鉄
道
交
通
講
演
会
を
開
催

平成28年度 会員企業と連携した災害対応訓練の実施状況

日付 会員企業 日建連 想定 概要

8月26日 鹿島建設㈱ 本部・関東支部 首都直下地震 MCA無線などを使用

9月1日 清水建設㈱ 本部 南海トラフ巨大地震 清水建設本社内に、代替拠点として
日建連災害対策本部を設置

9月2日 五洋建設㈱ 本部 首都直下地震 災害用アナログ回線を使用

2月22日 ㈱大林組 本部・全支部 南海トラフ巨大地震 日建連本部と関西、中部、四国の各支部からの要請を受けて、
大林組の担当者が日建連の各災害対策本部に参集

ジャーナリストの杉山淳一氏東日本旅客鉄道㈱の
深澤祐二代表取締役副社長


